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能性を買われて昇進するが，女性は過去の実績で昇進する
と書かれている」とシェリル・サンドバーグ著「Lean In」に
紹介されている 1）が，本来は男性・女性ではなくその人個々
人を見るべきところ，現実にはこういうことがある。無意
識のバイアスである。男性には無条件の期待があるが，女
性にはそうでは無い，あるいは無かった。女性だから大変
だろうと頼まないことが優しさなのだと誤解している場合
やワークワイフバランスの考え方や価値観が異なることを
理由にした遠慮等，様々な思慮や配慮から来るものもあろ
う。上司が男性であることが多いことから，関係性を作り
だすにも彼我間で理解や認知の差が存在し，コミュニケー
ション自体を困難にすることもある。

上司の皆さんにおかれては，自分は差別はしていないと
お思いになるかもしれないが，無意識のバイアスだから差
別の存在に気づいていないこともある。何かのアサインメ
ントにおいて，あるいは昇格の候補選定において，候補に
女性が入ってこないとしたら，それは何故だろうと考えて
みていただけたらと思う。自分と異なる価値観や環境にあ
る相手であり完全に理解し賛同できないこともあるだろう
が，彼女に仕事やキャリア観について話を聞いてみて欲し
い。

一方，女性の皆さんは，何ができるか。無条件の期待が
ないかもしれないのなら，相手が求めているものを提供・
貢献するということが，男性以上に求められるのではない
かと思う。その期待に応えるためにも，時に簡単ではない
かもしれないが丁寧にコミュニケーションをとって相互理
解に取り組むことが重要である。

二点目は「業務の自分事化（組織の目指すものと自分の業務の

整合，ジョブクラフティング等）」である。与えられた業務には
組織の期待や理由があるが，それを自分なりに理解するこ
とである。また，自分なりに仕事を工夫し意味付けをする

ジョブクラフティングも有用である。業務を腹落ちさせ，
自分事化することで，主体的に取り組めるようになり，業
務の成果も出やすくなる。

三点目は「チームで成果を出せる人となる」である。女性
は男性と比べてライフイベントで時間制約があることが多
い。自分一人だけで業務を進める場合，時間の制約が大き
なネックとなることもある。その場合，業務を整理する等
の工夫をするとともに，もっと周囲を頼ってチームとして
成果を出すことは意義が大きい。今後より多様な人が活躍
できるためにも，傾聴力を活かしたリーダーシップが求め
られる場面も多いことから，こうしたことに強みを発揮で
きる女性も多いのではないかと考える。
 

 
女性の活躍のためには，男性の力が必要である。その関

係性を作るためには，お互いに，自分と異なる環境・立場
の理解を試みる必要がある。自分は経験していなかった
り，また，心から賛同できなくても，違う考え方があるこ
とを聴くことを心掛け，無意識のバイアスに女性本人と周
囲が気づくことである。

男女共同参画，女性活躍と叫ばれて久しく，そのスピー
ドは速いとは言えないが，身近でできることから取り組む
ことで，一人でも多くの女性技術者が今後ますますその可
能性を広げていただきたい。

これは女性の活躍だけでなく，多様性に富んだダイバー
シティ＆インクルージョンの推進にも繋がっていくものと
信じて結びとしたい。
   
引用文献
 1） シェリル・サンドバーグ：Lean In, pp15-16, 日本経済新聞出版社（2013）

6．最後に

   

572 化　学　工　学

男女共同参画委員会では，9月12日，北海道大学での第55回秋

季大会において，女性技術者・研究者・学生の交流を目的とした

講演会「女性技術者ネットワーク」をハイブリッド形式にて開催し

ました。総勢53名の方にご参加いただき，盛況な会となりました。

招待講演では，はじめに室蘭工業大学の高瀬 舞 先生から「光機

能性材料の開発とあたらしい働き方の探索」と題してご講演いただ

きました。博士前期課程，後期課程，教員になってからの研究と

ライフイベントを交互にご紹介頂きました。会場の北海道大学は

高瀬先生の母校で，その博士前期で分光計測技術，後期課程では

光反応と研究分野を着実に広げながら，両課程のほぼ節目ごとに

家族が増えていく経験についてお話し頂きました。ともすれば自

身やパートナーの未来に対して慎重になり過ぎるきらいがある昨

今，自身の学業とそれ以外の暮らしを満喫されたことが伝わって

きました。印象的だったのは，当時学生だった高瀬先生がライフ

イベントに直面した際に，指導教員が「（学位も出産・育児も）なん

とかなるよ！」と包み込むように後押しされたとのエピソードでし

た。理解ある上司に恵まれたことが様々な局面を乗り切る大きな

力になっていると感じました。その後，二人のお子さんの成長と

ともに光触媒・光機能材料に関する研究を推し進め，2015年に北

海道大学触媒研究所から室蘭工業大学MONOづくりみらい機構

（伊達市）に異動されました。異動先では，大学における研究活動

はもちろん，伊達市大滝区に「おおたき てらこや」の開設・運営，

地元バトミントン指導員と言った地域活動にも取り組まれている

とのことでした。「新しい働き方」を模索することの楽しさ，やり

がいが伝わってくるお話でした。講演の終盤，お子さんとの関係

性について触れられ，お子さんにおいて自身がどういう存在であ

るべきか，さらに「努力」とはどうあるべきかについてお話しされ

ました。講演後にフロアからの質問で「研究者・母としての原動力」

や「研究者・母として働くために必要なもの」，「おおたき てらこや

の資金」などについて忌憚ない質問がありました。高瀬先生のキャ

ラクターもあり，さらに議論が広がる楽しい講演となりました。

次に，本委員会副委員長で産業技術総合研究所の吉宗美紀先生

より「化学工学会における男女共同参画の現状と課題」と題してご

講演いただきました。本講演では一般社団法人男女共同参画学協

会連絡会の第5回大規模アンケート（科学技術系専門職の男女共同

参画実態調査）の結果について，化学工学会と他の学協会のアン

ケート結果を比較しながら，男女共同参画の現状を報告頂きまし

た。本学会では女性会員の比率が生物学・化学・農学系学会の中

で低く，大学の女性上位職の割合も低いとのことでした。また，

分野によらず男女の収入格差はあり，女性の部下の数および開発

費も男性より明らかに少ないとのことでした。さらに家族構成に

関する調査より，男性のパートナーは専業主婦の割合が高いのに

対し，女性のパートナーは研究職であることが多く，女性のこど

もの数も平均一人以下であること等，説明頂きました。これは女

性が仕事と家事・育児を両立することの大変さを反映しており，

今後，女性の管理職への登用が増えていく上で，女性に対する周

囲の意識改革（女性研究者・技術者の置かれている状況の理解）が

不可欠であると感じました。最後に，女性管理職のすそ野を広げ

る意味でも，女子中高生の教育支援も不可欠であるとの意見も述

べられました。

講演後にはフロアから，女性の管理職への登用が進むにつれ，

シングルの女性に負担がかかり過ぎるきらいがないか，との指摘

がありました。女性研究者・技術者にも「シングル・子なし・子あ

り・子あり／介護あり」など，いろんな状況の方がおられるわけで，

いずれの状況の女性にも目を向けることがダイバーシティ推進に

は大切だと考えられます。

今回の講演会では，吉宗副委員長のご講演は，女性研究者・技

術者として「働くこと」の課題（しかも，遅々として解決されない）

を提示され，高瀬先生の講演が，それに対する一つのアンサーで

あったように感じました。講演の順番は逆でしたが，「働くこと」

に関して一つのストーリーを感じられる会になったと思いました。

男女共同参画委員会では，2024年12月にもハイブリッド形式

（化学工学会事務局／オンライン）にて女性技術者ネットワークの

開催を予定しています。メルマガ等により開催内容をお知らせ致

しますので，ぜひご参加願います。

（今村維克（岡山大学）・三谷 誠（化学工学会））
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